
　琉球政府は1971年（昭和46）9月1日、通産局総務課に海洋博準備係を設置し、海洋博を沖縄に誘致するための組織的な
取り組みを始めました。その後、海洋博準備係は海洋博覧会準備室に昇格し、日本復帰をはさんで沖縄国際海洋博覧会協力局

に業務を引き継ぎました。協力局は1976年（昭和51）1月18日の海洋博終了に伴い、同年6月に業務を終了しました。 

協力局の文書は公文書館に引き渡され、182簿冊の文書が公開されています。この文書群を通して、琉球政府や沖縄県の海洋

博への取り組みの経過だけでなく、当時の社会状況もよく見えてきます。 



琉
球
政
府
の
観
光
政
策 

　
　
　
〜
観
光
と
戦
跡
〜 

 

琉
球
政
府
は
一
九
五
七
年（
昭
和
32
）に｢

観

光
事
業
の
助
成
に
関
す
る
立
法｣

を
制
定
し
、一

九
六
〇
年（
昭
和
35
）工
務
交
通
局
陸
運
課
に

観
光
係
を
新
設
し
て
観
光
政
策
を
推
進
し
ま

し
た
。 

こ
の
年
二
万
八
百
十
一
人
だ
っ
た
観
光
客
数
は
、

日
本
復
帰
直
前
の
一
九
七
一
年（
昭
和
46
）に
は

約
十
倍
の
二
十
万
三
千
七
百
六
十
八
人
に
達

し
ま
し
た（
『
観
光
要
覧
一
九
七
一
年
版
』
琉
球

政
府
発
行
、資
料
コ
ー
ド0000014226

）。 

南
国
の
自
然
資
源
を
生
か
し
た
政
府
立
公

園
を
指
定
し
ま
し
た
が
、そ
の
中
に
は「
戦
争
の

悲
惨
さ
を
す
べ
て
の
人
々
に
体
得
さ
せ
平
和
の

米
国
人
の 

観
光
地
と
し
て
の
沖
縄 

 

戦
後
の
沖
縄
で
最
初
に
観
光
客
と
な
っ
た
の

は
、米
国
の
軍
人
た
ち
で
し
た
。
彼
ら
は
、米
国

統
治
下
と
な
っ
た
南
国
沖
縄
の
風
物
を
カ
メ
ラ

に
収
め
、ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
沖
縄
各

地
で
は
米
国
人
を
対
象
と
し
た
土
産
物
も
製

造
さ
れ
販
売
さ
れ
ま
し
た
。 

戦後沖縄の観光のあゆみ 戦後沖縄の観光のあゆみ 

占領初期沖縄関係写真資料　陸軍43　【U00000892B】 
　写真撮影する米軍人　1954年7月20日　普天間 

琉球政府厚生局援護課文書 
慰霊塔関係 1964年～1965年 【R00084010B】 
 琉球政府は乱立する慰霊塔(碑)に対して、周辺
の景観やその維持管理の面から建立を制限した
いとした。 

琉球政府関係写真資料
アルバム182　050708 
　観光団歓迎の看板を
掲げる土産物店　1963
年頃 

琉球政府関係写真資料
アルバム37 010371 
　沖縄霊域特別参拝
団を歓迎する大田政作
主席　1964年 

フライマス･コレクション 
米軍人･軍属向けのガイド
ブックとドライブマップ 
（左） A Pocket Guide to 
Okinawa  【0000024839】 
　1961年　Armed Forces Information Service, 
Department of Defense 編 
（右） Motorist Guide of Okinawa　【0000029625】  
　発行年不明　カルテックス社編 



尊
さ
を
認
識
さ
せ
る
と
と
も
に
祖
国
の
た
め
に

散
華
し
た
英
霊
を
慰
め
る
」こ
と
を
目
的
と
し

た
沖
縄
戦
跡
政
府
立
公
園
も
あ
り
ま
す
。
慰

霊
塔
は
、周
辺
の
景
観
へ
の
影
響
等
が
懸
念
さ
れ

制
限
す
る
意
向
も
あ
り
ま
し
た
が
、全
国
か
ら

訪
れ
る
参
拝
団
に
沖
縄
の
歴
史
と
文
化
に
触
れ

て
も
ら
う
機
会
に
も
な
る
と
の
考
え
で
受
容
さ

れ
ま
し
た
。
戦
跡
参
拝
団
の
来
島
は
、観
光
や

土
産
物
市
場
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。 

 
日
本
復
帰
と 

　
　
　
「
観
光
沖
縄
」 

 

一
九
七
二
年（
昭
和
47
）５
月
15
日
、沖
縄
の

日
本
復
帰
に
伴
い
、沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置

法
が
施
行
さ
れ
、同
年
12
月
、こ
の
法
律
に
基
づ

く
沖
縄
振
興
開
発
計
画（
沖
振
計
）が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。 

こ
の
第
一
次
沖
振
計
の
第
九
章
で
は
「
余
暇

生
活
の
充
実
と
観
光
の
開
発
」
が
謳
わ
れ
、自

然
環
境
お
よ
び
伝
統
文
化
の
保
全
と
利
用
、沖

縄
国
際
海
洋
博
覧
会
の
開
催
と
海
洋
開
発
、

都
市
的
文
化
的
施
設
の
整
備
、受
入
態
勢
の
整

備
が
目
標
と
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
基
本
姿
勢
は

そ
の
後
の
沖
振
計
に
も
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。 

日
本
に
復
帰
し
た
沖
縄
は
日
本
国
内
で
唯
一

の
亜
熱
帯
海
洋
地
域
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
よ

う
に
な
り
、一
九
七
七
年（
昭
和
52
）に
は
観
光

客
が
百
万
人
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　 

開
発
と
観
光 

〜
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
〜 

 

復
帰
記
念
三
大
事
業
と
し
て
植
樹
祭
・
国
民

体
育
大
会
に
続
い
て
一
九
七
五
年（
昭
和
50
）に
開

催
さ
れ
た
の
が
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
で
し
た
。 

沖縄国際海洋博覧会協力局文書　 
海洋博県出展関係　昭和47年度　 
【P00013213B】 
　｢沖縄館｣のイメージスケッチ。沖縄館のメインテーマ
は｢海やかりゆし｣となった。右手に伊江島のタッチュー
が見える。 

沖縄国際海洋博覧会協力局文書　 
請願･陳情関係　知事宛　昭和48年度　【P00013048B】 
　海洋博開催に向けて、開発への期待と同時に生活や環境への不安
の声が、住民から知事へ届けられたのがわかる。 

世
界
で
初
め
て
海
洋
を
テ
ー
マ
に
し
た
こ
の

博
覧
会
は
、沖
縄
が
日
本
に
復
帰
し
た
こ
と
を

国
の
内
外
に
示
し
ま
し
た
。
県
は
、県
内
財
界

及
び
一
般
県
民
の
方
か
ら
募
金
を
募
り
、県
独

自
の
展
示
館
「
沖
縄
館
」
を
出
展
さ
せ
、沖
縄
の

歴
史
と
文
化
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、自
ら

の
存
在
を
主
張
し
ま
し
た
。
海
洋
博
は
、本
土

と
の
格
差
是
正
や
、観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
の
活

性
化
に
よ
る
地
域
経
済
振
興
の
施
策
と
し
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

観
光
資
源
と
し
て
の 

「
沖
縄
の
歴
史
と
文
化
」 

 

日
本
復
帰
二
十
周
年
を
記
念
し
て
復
元
さ

れ
た
首
里
城
が
一
九
九
二
年（
平
成
４
）に
一
般
公

開
さ
れ
、二
〇
〇
〇
年（
平
成
12
）に
は
、首
里

城
を
含
む
琉
球
王
国
の
グ
ス
ク
お
よ
び
関
連
遺

跡
群
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と
さ
ら
に

多
く
の
観
光
客
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、沖
縄
戦
の
体
験
に
学
ぶ
平
和
学
習
や
、

沖
縄
独
自
の
伝
統
文
化
が
人
気
を
集
め
、沖
縄

の
歴
史
と
文
化
は
、観
光
資
源
と
し
て
ま
す
ま

す
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。 

沖縄県国際海洋博覧会 
協力局文書 
海洋博シンボルマーク関係 
1972年【P00013062B】 
　博覧会マーク（シンボルマー
ク）は永井一正氏の制作にな
るもので、1972年7月26日制定。
人類の協調と平和を意味する
波の白線で上下に分け、マリン
ブルーとスカイブルーを配し、「青
い海の沖縄」を強く印象づけた。 

沖縄国際海洋博覧会協力局文書　 
海洋博基本構想案　政府･各社案 
昭和46年　【P00013033B】 
　通産局海洋博準備室や海洋博推進協議
会委員、民間企業の当初の構想が示された。 

since1945



米海兵隊沖縄戦写真 
 

大城光代氏寄贈資料 
 

　米国国立公文書館より新たに米海兵隊沖縄戦写真333枚を収集しました。これらの写真は、太平洋戦争で最

大の戦いになるであろう沖縄戦を記録しようと、米軍の従軍カメラマンが撮影したものです。既に公開されている沖

縄戦関係写真資料に加え、これらの資料は３月に公開される予定です。 

仲尾次（名護）を通過する米軍　1945年４月1～12日撮影 イエロービーチに上陸する第1海兵隊　イエロービーチは現在の
比謝川河口北側にあたる　1945年 4月1日撮影 

　那覇市在住の大城光代氏より、氏の祖父にあたる漁業功労者、安

里積勲氏（座間味村出身1873～1943年）と父安里積千代氏（1903

～1986年）に関係する資料（辞令書・文書・写真等）126点が寄贈さ

れました。 

　安里積千代氏は、米軍統治下の沖縄で自治権拡大と日本復帰に

尽力し、立法院議長も務められました。1956年（昭和31）5月、土地の

新規接収を容易にし、米軍の安定した長期的基地保有を意図したプ

ライス勧告の発表を契機に、米軍政に対する抵抗運動が沖縄全域に

広がり「島ぐるみ闘争」が展開されました。立法院議長であった安里

積千代氏は、日本本土への沖縄軍用地問題折衝団、県民総決起大会、

第2回土地問題渡米折衝団等にかかわっていきます。 

　今回寄贈された資料の中には、日本政府及び全国に沖縄問題を

訴える「沖縄軍用地問題接衝報告書」等が含まれており、米国統治

下での沖縄の社会状況

や政治活動を伺い知るこ

とができます。これらの資

料は平成17年度公開予

定です。 

辞令書 
慶良間島座間味間切仮文子、依願罷免 
那覇役所　1890年（明治23）6月16日 
　幸次郎は、安里積勲氏の本名 

ムーア高等弁務官声明　1958年4月11日 
　後方の人物は、安里積千代立法院議長 

沖縄軍用地問題接衝報告書　1956年8月 
　折衝団の1956年6月27日から7月22日までの行動を記録 



映写会(2)「万国津梁の国」 
　　　　　　日時：平成１６年１０月１５日(金)１８:００～１８:２５ 
講演会(2)「琉球・沖縄の対外関係の歴史」 
　　　　　　講師：金城正篤（沖縄大学教授） 
　　　　　　日時：平成１６年１０月１５日(金)１８:３０～２０:００ 

平成16年度　沖縄県公文書館 講座Ⅱ（連続講座） 

「島津家文書に見る琉球王国の実像」 
講師：豊見山和行（琉球大学教授） 
日時：平成１６年１１月１８日・２５日・１２月２日（木）毎回１８:３０～２０:００ 
 

　講演会の内容に合わせ、琉球王国時

代から廃藩置県までの沖縄の歴史を紹

介した当館制作『万国津梁の国』の映

写会を行いました。その後、「琉球・沖

縄の対外関係の歴史」と題し、金城正

篤沖縄大学教授にご講演していただきま

した。講演は、まず「琉球・沖縄」の歴史用語につ

いて述べられ、「琉球」と「沖縄」はこれまで時代に

より様々に区別して使用されてきたことについて話され

ました。東アジア地域の中心的な位置を占めている中

国（明・清朝時代）との外交文書である『歴代宝案』

の史料を用いながら、14世紀から19世紀の琉球王国

の対外関係の歴史を紐解いていきました。かつて琉球は、

中国、朝鮮や日本以外にもシャム、ジャワ、マラッカ、

スマトラ、パタニ、安南等東南アジアの諸国と交易を行

っており、中でも中国とは親密な関係がありました。琉

球王国時代に活発に展開された「人」と「物」との交

流が史料を通して解明され、現在の沖縄文化の基礎

を築きあげてきたのだと改めて実感させられた講演会で

した。 

　平成16年度の講座Ⅱは、講師に豊見山和行琉球大

学教授を迎え、当館が東京大学史料編纂所から複製

で収集した「島津家文書」や、「薩藩旧記雑録」などを

読み解きながら、琉球王国の実像についてお話しして

いただきました。３回にわたる連続講座でしたが毎回多

数の方が受講され、テーマへの関心の高さが伺えました。 

　講座では、薩摩藩島津家の当主が琉球国王に忠誠

を誓わせた「琉球国中山王尚

寧起請文」を始め、琉球に交付

された掟書「御掟之状々」、島

津家当主から琉球国王への書

状など、薩摩と琉球王国を巡る

さまざまな史料が取り上げられました。古文書を解読す

る中で、薩摩と琉球の関係が新たな視点から解き明かさ

れていきました。 

　受講者の中には初めて古文書を読んだ方も少なくな

かったようですが、講師の解説で理解を深め、「原文を

読むことでさらに琉球史への興味が増した」という感想

が寄せられました。 

　また、「琉球国中山王尚寧起請文」は現在、当館の展

示室で複製を展示しており、講座の前後の時間を利用

して閲覧される方も数多く見受けられました。 



平成16年度　沖縄県公文書館移動展 

「アーカイブズへの誘い 」　 
平成１６年１２月1日（水）～１２月6日（月） 

　平成16年12月1日から12月6日までの6日間、那覇市パ

レットくもじ7階リウボウホールで移動展「アーカイブズへ

の誘い 記録で辿る那覇の今・昔」を開催し、2,275人が

訪れました。多くの県民に「アーカイブズ」（公文書館・

歴史資料）のおもしろさ、楽しさ、大切さを知っていただ

くために、琉球王国時代から今日に至るまで沖縄の政治・

経済・教育・文化の中心的役割を担ってきた那覇市に

関する資料148点の展示と併せて、公文書館の役割・

収蔵資料を紹介したコーナー及び映像コーナー、当館

ＨＰ「ねっとＯＰＡ」体験コーナー等を設けました。 　会場が百貨店内ということもあり移動展来場者の世

代も幅広く、「当時が懐かしい」「歴史資料の大切さを知

った」「公書館に行ってみたい」との感想や展示資料等

についての貴重な情報も多く寄せられ、好評のうちに終

了することができました。また、今回初めて沖縄県公文書

館友の会会員の皆様にボランティアで、展示準備、展示

当番等を手伝っていただきました。ご協力いただいた会

員の皆様ありがとうございました。 

IN
FO

RM
A

TIO
N

平成16年度 

沖縄県公文書館運営懇話会を開催 

琉球政府文書の整備保存 
について 

　戦後27年にわたる米軍統治

のもとで沖縄の立法・司法・行

政機関が作成した公文書である

琉球政府文書は、他県には類を

見ない貴重な歴史資料でありま

す。沖縄県公文書館は、約16万

簿冊に及ぶこれらの貴重な琉球

政府文書を所蔵していますが、

作成から長期間が経過し、紙の

劣化や褪色が進むなど適切な

保存が困難な状況にあります。

これらの貴重な記録を保存して

いくため、資料の修復、マイクロ

フィルム撮影による複製物の作

成など、効果的な保存措置を早

急に講ずる必要があります。また、

公文書館のホームページ上で

所蔵資料の検索や閲覧ができ

るようにするため、デジタル化

や目録の整備をする必要があり

ます。 

　琉球政府文書の保存、整理、

利活用の促進を図るため国に

対しても財政支援を要望する必

要があると考えます。 

 

公文書専門員の配置等、 
体制の整備について 

　公文書館は、県民の多様なニ

ーズに応えつつ、増大する機能・

業務に迅速かつ的確に対応で

きる人材として常時勤務する体

制を確立することが不可欠です。 

　公文書専門員は、公文書館に

おける組織体制の中核をなす

人材であり、館の体制を整える

とともに、専門職員の研修の充

実や処遇の改善についても今

後取り組んでいく必要があると

考えます。 

 

沖縄県公文書館運営懇話会（津留健二会長）が、今年度２回開催され、公文書
館の取り組むべき課題に関し委員のみなさまから貴重な御意見をいただきま
した。提言された意見書の内容は概ね次のとおりです。 



第8代合衆国アーキビスト 

ジョン・カーリン氏 

  「
公
文
書
館
の
長
は
、歴
史
家
や

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
で
な
く
と
も
務

ま
る
か
。
」 

 

こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
公
文
書
館
界
で
長

年
議
論
さ
れ
て
き
た
テ
ー
マ
で
す
。そ
れ
に

対
す
る
多
く
人
々
の
答
え
は
「
ノ
ー
。
」
収

蔵
資
料
の
持
つ
歴
史
的
意
義
が
理
解
で
き

な
け
れ
ば
公
文
書
館
の
運
営
は
で
き
な
い
、

と
い
う
の
が
そ
の
主
な
理
由
で
す
。 

一
九
九
〇
年
代
半
ば
、米
国
国
立
公
文

書
館
館
長
の
人
選
も
同
じ
よ
う
な
議
論
で

も
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

米
国
国
立
公
文
書
館
は
、正
式
名
称
を

「
国
立
公
文
書
館
・
記
録
管
理
庁
」
と
い
い
、

そ
の
長
官
で
あ
る「
合
衆
国
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
」

は
大
統
領
が
任
命
し
、米
国
議
会
上
院
の

承
認
を
必
要
と
す
る
連
邦
省
庁
の
重
要
ポ

ス
ト
の
一つ
。
当
時
の
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
が

そ
こ
に
起
用
し
よ
う
と
し
た
の
が
、歴
史
家

で
も
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
で
も
な
い
元
カ
ン
ザ
ス

州
知
事
の
ジ
ョ
ン
・
カ
ー
リ
ン
で
し
た
。 

そ
の
動
き
に
、ア
メ
リ
カ
ア
ー
キ
ビ
ス
ト

協
会
、ア
メ
リ
カ
歴
史
協
会
、ア
メ
リ
カ
歴

史
家
協
会
な
ど
の
学
術
団
体
は
、こ
ぞ
っ
て

反
対
の
意
を
表
明
し
ま
し
た
。
合
衆
国
ア

ー
キ
ビ
ス
ト
は
、公
文
書
が
歴
史
資
料
と
し

て
永
久
保
存
す
べ
き
価
値
が
あ
る
か
ど
う

か
の
最
終
判
断
を
下
す
重
要
な
ポ
ス
ト
。

そ
の
役
割
が
国
家
の「
歴
史
」
を
形
作
る
、

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の

ポ
ス
ト
に
歴
史
や
公
文
書
を
扱
っ
た
こ
と
の

な
い
人
物
を
起
用
す
る
こ
と
に
歴
史
家
や

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
猛
反
発
し
た
の
で
す
。 

し
か
し
、当
時
の
米
国
国
立
公
文
書
館

は
、予
算
削
減
、書
庫
不
足
、爆
発
的
増
加

の
き
ざ
し
の
見
え
始
め
た
電
子
文
書
へ
の

対
応
の
ま
ず
さ
な
ど
で
運
営
が
停
滞
し
て

い
ま
し
た
。そ
ん
な
中
、統
率
力
や
対
話
能

力
な
ど
の
組
織
経
営
手
腕
が
高
く
評
価

さ
れ
、多
く
の
反
対
が
あ
り
な
が
ら
も
、第

八
代
合
衆
国
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
し
て
ジ
ョ
ン
・

カ
ー
リ
ン
が
就
任
し
ま
し
た
。 

カ
ー
リ
ン
が
ま
ず
手
が
け
た
の
は
、組
織

の「
使
命
」
や
「
課
題
」
を
明
確
に
定
め
た

向
こ
う
十
年
に
亘
る
「
戦
略
計
画
」の
策

定
で
し
た
。そ
し
て
、そ
の
計
画
に
沿
っ
て
組

織
改
革
と
職
員
の
意
識
改
革
に
取
り
組
み

ま
し
た
。そ
の
後
、計
画
に
盛
り
込
ん
だ
具

体
的
課
題
を
達
成
す
る
た
め
に
数
々
の
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
を
起
ち
上
げ
ま
し
た
。
特
に
電

子
文
書
を
含
む
記
録
管
理
体
制
の
強
化

と
一
般
市
民
に
よ
る
文
書
へ
の
ア
ク
セ
ス
の

推
進
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。ま
た
、こ
と
あ

る
度
に
民
主
主
義
の
擁
護
者
と
し
て
の
公

文
書
館
の
意
義
を
売
り
込
み
、米
国
議
会

や
一
般
の
理
解
を
得
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。 

そ
う
し
て
十
年
。
今
、米
国
立
公
文
書

館
は
、単
な
る
歴
史
資
料
の
保
存
庫
か
ら
、

電
子
政
府
を
標
榜
す
る
米
連
邦
政
府
の

中
核
プ
レ
ー
ヤ
ー
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
公
文
書
館
の
存
亡
が
政
府
や

民
主
社
会
そ
の
も
の
の
存
亡
に
大
き
く
影

響
す
る
と
ま
で
見
な
さ
れ
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。
逆
風
の
中
、カ
ー
リ
ン
の
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
な
け
れ
ば
、こ
こ
ま
で
の

地
位
を
築
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
か
疑

問
で
す
。 

「
公
文
書
館
の
長
は
、歴
史
家
や
ア
ー
キ

ビ
ス
ト
で
な
く
と
も
務
ま
る
か
。
」
カ
ー
リ

ン
が
残
し
た
実
績
は
、こ
の
単
純
な
、し
か

し
重
要
な
論
争
に
終
止
符
を
打
っ
た
だ
け

で
な
く
、社
会
的
な
地
位
を
勝
ち
得
ず
に

低
迷
す
る
我
が
国
の
公
文
書
館
界
に
も
多

く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。 

 

公
文
書
専
門
員
　
仲
本
和
彦 

独立行政法人国立公文書館が、地方公共団体等の公文

書館に携わる専門職員の育成を目的として毎年開催している

「公文書館専門職員養成課程」に、前後期の４週間にわたり

参加しました。 

｢何を保存するか、廃棄するか｣、｢公開するか、(個人情報を)

保護するか｣など、日々 の公文書館業務の中で求められる判

断には、多岐にわたる知識を必要とします。これらの判断が適

切に行えるよう、各分野の専門的な講義がありました。中でも、

内閣官房長官諮問機関「公文書等の適切な管理、保存及び

利用に関する懇談会」委員の先生方からは、懇談会で検討さ

れた公文書館制度の拡充・強化を図るための方策など国にお

ける最新の動向を伺うことができました。 

また、公文書館制度の先進国のアーキビストであるカナダ国

立図書館公文書館長とオーストラリア国立公文書館副館長

のお話を伺うこともできました。特に印象的だったのは、公文書

の評価選別方法です。一般的に日本の公文書館では、公文

書の内容を歴史的重要性に焦点をあてて評価し、保存するも

のを選別します。ところが両国では、政策形成や意志決定を

行う組織構造と所掌業務を分析しその社会的重要性を評価

することで保存すべき文書を選別しています。制度的にも権

限的にも日本とは公文書館の地位が違う事を痛感しました。 

研修を終えて、今、自分のしている仕事が、「将来に対する

説明責任を確保する仕組み」として機能していること、また、そ

れが「民主主義の本質に深く関わる仕事」であることを認識し、

その責任の重さに襟をただす思いでいます。 

公文書専門員　大城博光 

「公文書館専門職員養成課程」に参加して 
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